
2022年3月期 決算説明
日精樹脂工業株式会社

2022年5月31日
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2022年3月期 業績の概要
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2022年3月期 連結経営成績

売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益

親会社株主に
帰 属 す る

当 期 純 利 益

１ 株 当 た り

純 利 益

2022年3月期
48,731

(17.1%)
2,577

(125.1%)
2,940

(174.6%)
2,680

(347.6%)
137.43円

2021年3月期
41,604
(7.2％)

1,145
(4.1%)

1,070
(△5.3%)

598
(△7.1%)

30.71円

売上
• 新型コロナウィルス感染症の影響より低調だった需要が回復基調で推移したこと等
から、売上高は前期比17.1％増の４８７億３千１百万円と過去最高の売上高となりました。

利益
• 主力である射出成形機の需要が自動車関連を中心に回復したこと等から営業利益
は２５億７千７百万円(前期比125.1％増)となりました。
• この結果、経常利益は２９億４千万円（前期比174.6％増）、四半期純利益は
２６億８千万円（同347.6％増）となりました。
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連結業績概要【前期比】

2021年3月期
実績

2022年3月期

実績

対前期比

差異 率

射 出 成 形 機 31,377 37,989 6,612 21.1

周 辺 機 器 1,774 2,040 266 15.0

部 品 6,035 6,640 605 10.0

金 型 等 2,417 2,061 △356 △14.7

売 上 高 合 計 41,604 48,731 7,127 17.1

売 上 総 利 益 12,219 14,400 2,181 17.8

一 般 管 理 販 売 費 11,073 11,822 748 6.8

営 業 利 益 1,145 2,577 1,432 125.1

経 常 利 益 1,070 2,940 1,869 174.6

親 会 社 株 主 に 帰 属
す る 当 期 純 利 益

598 2,680 2,081 347.6

単位： 百万円、比率％
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連結売上高(セグメント別)増減 [2021年3月期⇒2022年3月期]

21/3期実績 日本 欧米地域 アジア地域 22/3期

＋7,127百万円41,604 48,731

外部顧客への売上高の増減

・自動車関連を
中心に需要は
堅調

・自動車関連を
中心に需要が
堅調に推移

・IT関連を中心
に堅調を維持

アジア地域

14,369

欧米地域
17,879

日 本

16,482

アジア地域
11,052

欧米地域
16,423

日 本

14,128

＋2,354 ＋1,456
＋3,317
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連結売上高(製品別)増減 [2021年3月期⇒2022年3月期]

21/3期実績 成形機 周辺・金型等 部品 22/3期実績

△90＋6,612 ＋605

周辺 ＋266
金型等 △356

国内・海外共に自動車関連を中心
に需要が増加

射出成形機

周辺機器

部 品

金型・中古機等

射出成形機

周辺機器

部 品

金型・中古機等

＋7,127百万円41,604 48,731
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連結営業利益(製品別)増減 [2021年3月期⇒2022年3月期]

0

1,000

2,000

3,000

4,000

21/3期実績 成形機 周辺機器、金型等 部品 管販費 22/3期実績

百万円

販売台数増加に伴う利益増加

2021.3期 11,073

2022.3期 11,822

管理販売費増748=利益減に作用
主な内訳…

給料手当＋423、
変動費(運搬費等)△314
手数料＋117、
租税公課＋104、等

＋265

＋1,608

営業利益

営業利益

2,577

1,145

△748
＋307

＋1,432百万円1,145 2,577
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連結営業利益(セグメント別)増減 [2021年3月期⇒2022年3月期]

△ 200

200

600

1,000

1,400

1,800

2,200

2,600

3,000

日本 欧米地域 アジア地域 合計

（セグメント間取引消去前）

日本
欧米地域 アジア地域 合計

22/3期
セグメント利益

21/3期 22/3期 21/3期 22/3期 21/3期 22/3期
21/3期

セグメント利益

1,829

△113

485

814

3,129

358

754

＋1,943
＋127

＋304

509

＋2,375

＋2,375百万円754 3,129
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連結営業利益 ～セグメント間取引消去

0

1,000

2,000

3,000

セグメント利益 セグメント間取引消去 セグメント間修正 連結営業利益

（財務諸表 記載額）（セグメント間取引消去前）

販売子会社
未実現利益

営業利益
2,577

セグメント利益
3,129

その他連結修正

△467 △84

各工場未実現△40
各工場期ズレ調整△68
工事進行基準海外子会社分＋35
その他△11

ＮＡ△436
ＳＮＰ△20
ＮＰＴ△10

△551百万円3,129 2,577
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連結経常利益の増減 [2021年3月期⇒2022年3月期]

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

3,500

21/3期実績 営業利益変動 為替影響 その他営業外収支 22/3期 実績

＄円レート： 期初 ￥ 110.71⇒ 3/末 ￥122.39
元円レート： 1/初 ￥15.88 ⇒12/末 ￥18.06

＋1,432

＋377

＋61

経常利益

1,070

経常利益

2,940

受取配当金△60、
デリバティブ評価益＋25
その他増減

営業利益増による
利益増加

21/3期 為替差損 103

22/3期 為替差益 274

＋1,870百万円
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連結貸借対照表の増減 [2021年3月末⇒2022年3月末]

0

20,000

40,000

60,000

資産の部 負債・純資産の部 資産の部 負債・純資産の部

2021年3月末 2022年3月末

流動資産
46,833

固定資産
17,531

負債
30,512

純資産
33,852

流動資産
50,834

(+4,001)

固定資産
18,018
(+486)

負債31,913
（+1,401）

純資産
36,938

（+3,086）

現預金 △3,342
商品及び製品＋2,872
仕掛品＋64
原材料及び貯蔵品＋3,147

有形固定資産 ＋391
無形固定資産 △102

支払手形・買掛金 ＋3,612
短期借入金△2,876
リース債務△815
未払法人税等＋688

利益剰余金 ＋2,080
為替換算調整勘定 ＋870

＋4,488百万円64,364 68,852
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連結キャッシュフロー ～現金及び現金同等物の増減

14,119 10,601

期首残高 営業ＣＦ 投資ＣＦ 財務ＣＦ 換算差額等 期末残高

14,000

10,000

0

△4,238
＋1,619

△777

△122

財務ＣＦ
短期借入金の純減額 2,943
長期借入金の借入 1,700
長期借入金の返済 2,285、等

投資ＣＦ
有形固定資産の取得 1,957
有形固定資産の売却 1,363
無形固定資産の取得 190、等

営業ＣＦ
税金等調整前当期純利益 4,005
固定資産売却益 1,165
たな卸資産の増加額 5,755
仕入債務の増加額 2,916 等

△3,518百万円
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射出成形機の需要先別出荷台数推移 (当社)

72

26

53

34

59

67

393

308

463

397

193

357

550

560

484

443

474

495

652

646

622

541

569

746

0 500 1,000 1,500

22/3下期

22/3上期

21/3下期

21/3上期

20/3下期

20/3上期

台

家電 自動車 ＩＴ 医療・容器他

自動車関連、ＩＴ関連、医療・容器関連の３本柱が、
出荷の大半を占めている。

２０２２年３月期
自動車…国内、海外共に堅調に推移
ＩＴ…アジア、堅調を維持
医療・容器他…医療・容器・雑貨横ばい

工業部品が国内でゆるやかに増加

1,352

1,407

1,578

1,654

1,548

1,665

（14.3%）

（35.8%） （46.0%）

（3.9%）

（41.7%）

（33.3%）(23.8%） （39.4%）

（29.3%） （30.0%） （36.1%）

（3.6%）

（4.6%

）

（38.5%）（31.5%）（28.2%）

（1.8%）

（2.2%）

（19.9%） （36.2%）

（44.8%）（29.7%）（21.4%）

（4.0%）
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射出成形機の受注推移
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射出成形機の需要先別受注台数推移 (当社)

46

82

44

41

35

84

404

410

434

162

255

368

507

540

620

477

473

392

848

780

734

658

548

454

0 500 1,000 1,500 2,000

22/3下期

22/3上期

21/3下期

21/3上期

20/3下期

20/3上期

台

家電 自動車 ＩＴ 医療・容器他

（5.2%）

（34.8%） （20.2%） （39.8%）

（2.7%）

（19.5%） （36.1%） （41.8%）

（35.7%） （49.2%）

（3.1%） （12.1%）

（23.7%） （33.8%） （40.1%）

（2.4%）

（4.5%）

（29.8%）

（43.0%）

（22.6%） （47.0%）

（22.4%）

（2.5%）

（28.1%）

・22/3期の受注台数は3,617台。前年同期比14.1％増。

･21/3下期からの徐々に回復、特に自動車関連の受注環境が改善し堅調に推移。

・ＩＴ関連は東アジアを中心に好調を維持。

・雑貨・工業部品は国内を中心に緩やかに増加。

1,298

1,338

1,311

1,832

1,812

1,805
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射出成形機の受注台数推移 (当社)

0

200

400

600

800

1,000

1,200

2011年
2Ｑ

3Ｑ 4Ｑ 2012年
1Ｑ

2Ｑ 3Ｑ 4Ｑ 2013年
1Ｑ

2Ｑ 3Ｑ 4Ｑ 2014年
1Ｑ

2Ｑ 3Ｑ 4Ｑ 2015年
1Ｑ

2Ｑ 3Ｑ 4Ｑ 2016年
1Ｑ

2Ｑ 3Ｑ 4Ｑ 2017年
1Ｑ

2Ｑ 3Ｑ 4Ｑ 2018年
1Ｑ

2Ｑ 3Ｑ 4Ｑ 2019年
1Ｑ

2Ｑ 3Ｑ 4Ｑ 2020年
1Ｑ

2Ｑ 3Ｑ 4Ｑ 2021年
1Ｑ

2Ｑ 3Ｑ 4Ｑ

受注台数

2020年1Ｑを底にして四半期ごとの受注推移は増加に転じている台

中国ＩＴ
関連需要

中国ＩＴ
(MIM)需要

中国LED照明
向け需要

中国IT
関連需要

米中貿易
摩擦

コロナ禍
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射出成形機の受注残台数推移 (当社)

0

200

400

600

800

1,000

1,200

1,400

2011年
7月

10月
2012年

1月

4月 7月 10月
2013年

1月

4月 7月 10月
2014年

1月

4月 7月 10月
2015年

1月

4月 7月 10月
2016年

1月

4月 7月 10月
2017年

1月

4月 7月 10月
2018年

1月

4月 7月 10月
2019年

1月

4月 7月 10月
2020年

1月

4月 7月 10月
2021年

1月

4月 7月 10月
1月

受注残台数

新型コロナの影響により減速したが、2020年8月頃を境に増加に転じている。
国内外で自動車関連需要や東アジアを中心にＩＴ需要が堅調に推移し、受注が積み増している状態。
2021年4月より受注残台数は800台前後を推移。

タイ水害復興需要 中国MIM需要

米中貿易摩擦

コロナ禍
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トピックス
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『えるぼし認定』 (認定段階2)の認証

女性活躍推進法に基づく行動計画(2019/4/1-2022/3/31)において、
えるぼし認定要件の５項目のうち、４項目をクリアし、
当社では未取得であった 『えるぼし認定（認定段階2）』 を認証

『えるぼし認定』・・・女性活躍促進法に基づき、一定基準を満たし、女性の活躍促進
に関する取組の実施状況が優良な企業を認定する制度

えるぼし認定の段階は、３段階あり、えるぼしの基準を満たしている項目数に応じて
取得できる段階が決まります。今回、当社は下記４項目をクリアし、２段階目を認証。

①継続就業…女性労働者(正社員)の平均勤続年数19.1年（平均値13.3年）

②労働時間等の働き方…各月の時間外労働時間の平均45ｈ未満

③管理職比率…女性管理職の比率 4.2％（平均値2.7％）

④多様なキャリアコース…女性の非正規社員→正社員への転換、
30歳以上の女性の正社員の採用

今回認証を受けた
2段階目マーク

認定書
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海外孫会社の子会社化

当社の孫会社である「NISSEI (MALAYSIA) SDN. BHD.」の持分を当社子会社である
「NISSEI PLASTIC SINGAPORE PTE LTD」から取得し、子会社化

ー

ー

◎近年のシンガポールおよびマレーシアにおける経済情勢の

変化等により、マレーシアに軸足を移しお客様により近い

場所で営業、サービス提供の迅速化を図ります

◎シンガポール子会社ＮＰＳは、

新たに当社の海外支店(シンガポール支店)として

サービスを中心とした業務を開始

社名：ＮＩＳＳＥＩ (ＭＡＬＡＹＳＩＡ) ＳＤＮ. ＢＨＤ.

所在地：マレーシア クアラルンプール（本社）

資本金：１００万ＲＭ（約２，６００万円）

事業内容：射出成形機・金型・周辺機器と関連部品の販売およびアフターサービス業務
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省エネ法定期に基づく評価制度Sランク認定

省エネ法定期報告に基づく、事業者別評価認定において
当社はＳクラス(優良事業者)と評価されました

◎省エネ法定期報告とは
 …事業者全体やエネルギー管理指定工場などのエネルギー使用状況についてまとめる報告書、

この報告書は毎年度作成し、提出することが法律で義務付けられている

Ｓクラス
省エネが優良な事業者

(目標達成事業者)

Aクラス
省エネの更なる努力が

期待される事業者
(目標未達成事業者)

Ｂクラス
省エネが停滞している事業者

(目標達成事業者)

 今後も建築物のＺＥＢ化、再生可能エネルギーの活用(太陽光発電)、工場照明のLED化など、
積極的に取り入れ 使用するエネルギー使用量の削減に努めます

研究開発センター
第7工場・第8工場 太陽光発電設置
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その他トピックス

日精ホンママシナリー、NEGRI BOSSI黒字達成

ＮＰＣ100億円売上突破

工事進行基準の導入

半導体不足

部材の高騰

コンテナ不足

日精ホンママシナリー

NEGRI BOSSI S.P.A
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2023年3月期計画について
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2023年3月期 経営方針

経営方針

１．真のグローバル経営の強化

２．グローバル市場への積極的展開による

営業強化

３．グローバル生産体制の強化

４．グローバルリスク管理体制の強化
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2023年3月期 連結損益計画

単位 ： 百万円、比率％

2022年3月期
実績

2023年3月期 連結計画

通期 増減 ％

売 上 高 48,731 51,000 4.7

営 業 利 益 2,577 3,000 16.4

(利益率） 5.3 5.8 ー

経 常 利 益 2,940 3,100 5.4

(利益率） 6.0 6.1 ー

当 期 純 利 益 2,680 1,900 △29.1

(利益率） 5.5 3.7 ー
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連結設備投資・研究開発計画

2023年３月期 システム関連投資、工場環境整備等の設備投資を計画。 百万円

2023年3月期 計画 ()は予算申請分

主な設備等 本社

本社ﾈｯﾄﾜｰｸ更新等

本社ﾃｸﾆｶﾙｾﾝﾀｰ金型増設等

工場床改修、照明設備更新

工作機械改修、工場設備増設

太倉工場 生産管理ｼｽﾃﾑ等

タイ工場 自動倉庫等

（日精ﾒﾀﾙ 設備増強）

（日精ﾎﾝﾏ 設備増強）

その他、維持投資等

55

33

31

71

25

4

（1,227）

（380）

110

設備投資総額 320

本社出資 中国第2工場(海塩工場)出資 600

減価償却費 1,302

研究開発費 404



2022年／NEX-Ⅴシリーズ販売開始 . 創業75周年 . K2022出展

■＜新機種＞電気式高性能射出成形機 NEX-Ⅴシリーズ販売開始

前回出展の様子▶

■創業75周年 ■K2022出展

■IoT対応次世代コントローラ

■NISSEI 4.0 “N-constellation”

×
S i n c e  1 9 4 7

成形現場を繋ぐ新しい成形機

世界最大のプラスチック見本市。
NEGRIBOSSIとの共同ブースにて出展を予定。

2022年10月19日（水）～26日（水）
デュッセルドルフ見本市会場（ドイツ）

両社ともに創業が1947年。
合流後、初めての節目になります。

NISSEI Cloud

新標準スクリュ

安全規格ISO20430準拠

 周辺機器と接続・画面表示
 ユニバーサルデザインを採用した新画面
 成形現場から生まれた使える新機能搭載

成形機をHubとして、成形現場のデータドリブンな生産を支援する
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環境経営

▶

■環境対応樹脂への最新の取り組み

超微細粉体化

＋

▶▶

PLAウッドチップ⾧野県産間伐材

▶

超微細木粉コンポジットPLA

混
錬

廃棄される木材 植物由来生分解性樹脂 地球に還るプラスチック
地域で抱える環境課題 NISSEIの環境対応技術 プラスチックの抱える課題解決

＝

＋

■SDGsを原動力とした地方創生を推進へ
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生分解 /  植物由来のプラスチックで、

循環型ビジネスを共創する

NISSEIのPLA射出成形テクノロジー

P L A製品の
循環サイクルの輪

C O ₂

H ₂O

設計・デザイン 製造・販売

光合成

原料生産

生分解

リサイクル・コンポスト化

PLA

素材生産・調達 流通・利用
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30

配当について

年間配当金／配当性向(連結)の推移
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17/3 18/3 19/3 20/3 21/3 22/3 23/3

1株当り配当額 1株当り純利益 自己資本利益比率 配当性向
％円

2018/3月期 2019/3月期 2020/3月期 2021/3月期 2022/3月期 2023/3月期(予想)

1株当り純利益 73.85円 129.56円 32.30円 30.71円 137.43円 97.42(予)

1株当り配当額 23.00円 30.00円 20.00円 20.00円 30.00円 35.00円(予)

中間配当 13.00円 10.00円 15.00円 5.00円 15.00円 20.00円(予)

期末配当 10.00円 20.00円 5.00円 15.00円 15.00円(予) 15.00円(予)

配当性向 31.1％ 23.2％ 61.9％ 65.1% 21.8% 35.9%(予)

自己資本利益率 4.8％ 7.9％ 1.9％ 1.8％ 7.7％ ⃬

・ 2023年３月期 年間配当は、1株につき35.00円(創業75周年記念配当5.00円を含め中間20.00円・期末15.00円)を予定。



第四次中期経営計画【2022年度～2024年度】について

2022年5月13日
日精樹脂工業株式会社



業種別動向
 自動車産業の変革⇒ＥＶ化、軽量化の推進

 環境素材需要への対応、エコマテリアル

 電子部品の車載シフト

 デジタルインフラの整備・普及

 ＩｏＴ化、ロボット化の進展、DX化の進展

 医療、容器業界の安定推移

世界経済のリスク
 為替相場の急激な変動

 世界情勢の複雑化・不安定化、地政学リスク

 更なる感染症拡大による経済活動の停滞

 半導体不足、物流網の混乱とコストアップ

 人件費の高騰などインフレリスク

当社を取り巻く事業環境

社会･経済構造の変化、社会の要請
 持続可能な社会の実現への推進・強化

 プラスチックに係る資源循環の促進

 ESG経営を基盤とした企業の長期的成長

 TCFDへの対応

 ダイバーシティの推進、女性活躍推進

 人的資本経営

射出成形機業界の動向
 ウィズコロナを踏まえた設備投資需要

 半導体を中心とした部材調達難

 部品加工先の逼迫

 競合メーカーの戦略の相似化（競争激化）、
価格競争の激化

 新興国メーカーの台頭
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私たちの経営ミッションはお客様の価値を創造する

ことです。そしてお客様に満足していただき、射出

成形技術を通して社会に貢献します。

世界の日精

プラスチックを通して人間社会を豊かにする

【経営ミッション】 【経営理念】

当社の経営ミッション・経営理念と経営目標

１．グローバル経営体制の強化
• 連結経営機能を更に強化し、グローバル経営を実践する。
• キャッシュフロー経営を重視し、収益力を更に強化する。
• パートナー企業とのサプライチェーンを強化する。

２．お客様満足度の充実
• グローバルネットワークにより、お客様の満足度充実を図り、企業価値を高める。

３．環境経営の強化
• グローバル環境経営への対応を図り、省資源・省エネルギー等に配慮した取組みを強化する。

４．グローバル人材の育成と活用
• グローバル人材の育成と活用を図る。
• 社員の働きがいを充実させ、グローバル企業としての価値を高める。

【経営目標】
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当社が目指す３年後の姿

本3ヵ年(2023年3月期～2025年3月期)は、

 グローバル環境経営を更に進化させ、

 ｢フューチャーデザイン2026｣の

 達成に向けた総仕上げを行う。 

第四次中期経営計画【2022年度～2024年度】
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第四次中期経営計画【2022年度～2024年度】

２．グローバル市場への
積極的展開による営業強化

営業力の強化と新たなビジネスモデルの創出に
より売上増大を図る

お客様の課題解決型企業として、お客様にご満
足頂ける提案型営業を行うとともに、ボーダレス
化、ＩｏＴ化に呼応して、グローバル市場への積
極的な展開を図る

持続可能な開発目標(ＳＤＧｓ)、成形の理（ことわ
り）を具現化する製品を計画的に投入する

３．グローバル生産体制の強化

５極生産体制により生産能力を増強すると共

に、生産技術力と品質保証体制を強化する

グローバル調達体制の強化と、内製化率向

上により更なるコストダウンを図る

４．グローバルリスク
管理体制の強化

リーガルリスクに対応した製・販・財戦略と

グローバルマネジメント体制を強化する

コーポレートガバナンス、ＢＣＰ等に対応した

グローバルマネジメント体制を強化する

グローバルに対応できる人材育成を図る

１．真のグローバル経営の強化

世界規模で進展する市場変化のなかで、

グローバル環境経営を強化し、高収益企業とし

てグローバルな展開を図り、グループ力を発揮

する

経営方針
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世界５極生産体制の強化

日精塑料機械（太倉）有限公司

36

 外注運営見直し、内製化率引き上げ、中・大型、竪型、特殊機生産体
制の強化

 新規工作機械導入による内製化促進

 生産技術・品質保証部門の人材力を高め、内外生産の品質向上と指
導強化

 日精ﾒﾀﾙﾜｰｸｽの更なる事業拡大

 日精ﾎﾝﾏﾏｼﾅﾘｰとのコラボによる

     内製拡大・原価低減
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米国・テキサス州

Nissei Plastic Machinery America Inc.
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（台） 米国工場の生産計画

 生産能力向上と改造体制構築

 倉庫スペースの活用

 現調・内製化推進

中国・太倉市
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イタリア・ミラノ

 NB社黒字定着化

 NB社による太倉NEX機販売

 NB社生産拠点、サプライヤー、

販売・サービス・代理店網の活用

 生産能力の増強（増築）

 本社・タイ工場・米国工場向け機構ユニット
および部品供給の拡充

 現地調達率の向上…100％海外部品化、国
内生産機への展開

 ＩＳＯ認証維持・管理

NEGRI BOSSI S.P.A

グローバルなプロダクト戦略

◎ グローバルサプライチェーンの強化により、
品質・コスト・納期対応の向上、為替リスク低減

◎ グローバルな品質保証体制の強化
・・・世界同一品質の実現

◎ 内外拠点の一元的在庫管理

◎ グローバル調達体制の強化･･･各拠点の最適調達
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 生産機種構成の見直し

 現地調達率の向上･･･原産地証明

取得推進、インド市場へ拡販

 内製拡大による付加価値の向上

･･･パネル内製化、加工設備増強検討

 ＩＳＯ認証維持・管理

タイ・ラヨーン県

Nissei Plastic Machinery (Thailand) Co., Ltd.

本社



中期計画の歩み

2016～18年度 2019年度 2020年度 2021年度～2015年度 2022～2024年度

2019.9
中国太倉工場を
増築

2017.10 創業70周年

2017.8
累計販売13万台達成

2018.12
東欧スロバキアに
      販売現法設立

2019.1
  ＱＣ棟が完成

2018.12
インド・チェンナイに

支店を開設

2019.3
九州営業所を移転

第３次中期経営計画

2017.10
ホンマ・マシナリーを
事業承継

2018.3
米国テキサス工場が
稼動開始

第２次中期
経営計画

2015.1
中国太倉工場を
拡張移転

2009.7
初の海外生産拠点
中国太倉工場を設立

2012.5
タイ工場を設立

2006.10
上越工場を取得、
操業を開始

2019.10 K展出展

生産体制強化

米国：製販力強化、

ﾈｸﾞﾘ・ﾎﾞｯｼ社とのコラボ

日精ﾎﾝﾏ、大型機生産

2020.1
NEGRI BOSSI S.P.A. 
             株式等取得

第1次中期
経営計画

SDGs実現への取組み

欧州、環境対応技術

（PLA等）拡販

2020.12
累計販売14万台達成

IPF JAPAN 2020 Virtual 

2020.10～12

プライベートフェア開催

2021.7
米国販社・米国工場
の統合
⇒新 NISSEI AMERICA

2021.
NEGRI BOSSI S.P.A.

土地・建物買取り

2022.3
NISSEI （MALAYSIA）

子会社化

2022.2
信州ブランドアワード
大賞受賞

第４次中期
経営計画

 2022.10 K2022

ﾈｸﾞﾘ・ﾎﾞｯｼ社とのコラボ

 2023.11 IPF2023

2023.
米国工場
⇒大型機生産能力増強

2023.
中国海塩工場完成
⇒生産、加工能力強化

 2024.5 NPE2024

2021.1 

FWX2050受注開始

2020.11 低床竪型
TWX220R,300Rライ
ンナップ

2021.10 西日本PV展

2021.12 本社PV展

2022.4 東証

ﾌﾟﾗｲﾑ上場
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連結売上高・営業利益推移 >>> 数値目標 左軸：売上高、右軸：営業利益
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売上高
（百万円）

第１次 中期経営計画 第２次 中期経営計画 第３次 中期経営計画

売上高
31,558

36,262
38,305

36,730

42,321 44,065

51,000
（計画）

64,000
（計画）

第４次 中期経営計画

38,801

48,731
41,604

営業利益
（百万円）

（計画）

（計画）

営業利益
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本資料に掲載されている当社の業績予想、見通し、重点戦略につきまし
ては、現在入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際の業績
は、今後様々な要因により予想と異なる結果となる可能性があります。


